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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成21年12月17日(2009.12.17)

【公開番号】特開2009-76749(P2009-76749A)
【公開日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-014
【出願番号】特願2007-245423(P2007-245423)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月28日(2009.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザリフトオフ法により製造されたIII族窒化物系化合物半導体発光素子と、揮発性
有機溶剤を用いたスプレーコートにより該発光素子の上面発光面に形成された蛍光体層と
、を備えてなるＬＥＤ装置。
【請求項２】
　前記蛍光体層の厚さが１０μｍ～２５μｍである、請求項１に記載のＬＥＤ装置。
【請求項３】
　前記蛍光体層が含有する蛍光体の粒径が１～１０μｍである、請求項１又は２に記載の
ＬＥＤ装置。
【請求項４】
　前記発光素子が青色系の光を発光し、
　前記蛍光体層が、前記発光素子からの光により励起されて黄色系の蛍光を発する蛍光体
を含有する、請求項１～３のいずれか一項に記載のＬＥＤ装置。
【請求項５】
　基板に実装されたIII族窒化物系化合物半導体発光素子を用意する第１工程と、
　樹脂、蛍光体及び揮発性有機溶剤からなる塗料を用意し、スプレーコートにより該塗料
を前記発光素子の上面発光面にコートする第２工程と、
　コートされた塗料を乾燥・硬化する第３工程と、
　を含む、ＬＥＤ装置の製造方法。
【請求項６】
　前記塗料の用意が、前記樹脂と前記揮発性有機溶剤を混合した後に前記蛍光体を添加す
ることである、請求項５に記載の製造方法。
【請求項７】
　前記III族窒化物系化合物半導体発光素子が、レーザリフトオフ法により製造された発
光素子である、請求項５又は６に記載の製造方法。
【請求項８】
　前記塗料における樹脂と蛍光体の含有比率が、樹脂２０重量部に対して蛍光体６０重量
部～１００重量部である、請求項５～７のいずれか一項に記載の製造方法。
【請求項９】
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　前記樹脂がシリコーン樹脂であり、
　前記第３工程が、前記塗料中の揮発性有機溶剤を揮発させる段階と、前記塗料中の樹脂
を硬化させる段階とからなる、請求項５～８のいずれか一項に記載の製造方法。
【請求項１０】
　前記塗料中の揮発性有機溶剤を揮発させる段階において、２５℃～７０℃の条件下で乾
燥させて前記塗料中の揮発性有機溶剤を揮発させる、請求項９に記載の製造方法。
【請求項１１】
　前記第１工程と前記第２工程の間に前記発光素子の発光波長を検査し、該検査の結果に
応じて、前記第２工程のスプレーコートの条件を設定する、請求項５～１０のいずれか一
項に記載の製造方法。
【請求項１２】
　前記発光素子が青色系の光を発光し、
　前記第３工程の後に前記発光素子の上面発光面に形成される蛍光体層が、前記発光素子
からの光により励起されて黄色系の蛍光を発する蛍光体を含有する、請求項５～１１のい
ずれか一項に記載の製造方法。
【請求項１３】
　請求項５～１２のいずれか一項に記載の製造方法によって製造されたＬＥＤ装置。
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